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s = I e伽 ft(dI)2dt


























(式 2) と(式 3) を比べると分かるように、平衡状態と非平衡状態で
は、質的に全く異なる式が得られています。このことは、非平衡状態は、平衡
状態とは全く異なる性質を有していることを端的に表しています。特に電荷素






































ビー生成率の時間平均 σtを考えると、エントロビーが Aだけ増大する確率と A
だけ減少する確率との聞に
P(σt二 A)



































S=So +S1V+lS2V2+ (式 6)
ここで、 Soは、熱雑音(ジョンソン・ナイキスト雑音)です。ここで、次の疑
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